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発表では多様なアーボリカルチュア(arboriculture)―
有用木本性植物の植栽・保育・利用―を通じて集落を取
り囲む熱帯林のなかに，いかに多様な「森」が創出・維
持されているか，そして，そうした「森」を，野生動物
がどのように利用し，また，そこに飛び込んでくる野生
動物を人がどのように利用しているかを明らかにするこ
とを通じて，アーボリカルチュアを媒介に，人と野生動
物のあいだに「緩やかな共生関係」とでも呼ぶべき相互
関係が生み出されている可能性について論じたいと思い
ます．（発表要旨より）

＊事前登録不要
＊皆様のご来聴をお待ちしております
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